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２０２３ 年度鬼ｔＲｒ農業ｉｌｉ■協議会水Ｅ日収益力強４ヒ ビジ ョン

１　 地域の作物作付の現状、ｊ・ｔ１１域が抱える課題

售該鳬瘋は、 長林業を中心に発展し、水ｍにどめる圭食篦水稲イヤイ才ぼ積の割合が約
７０％で、転作作物はＦ葉 ・果樹が多い。平坦地域と 中畆間地域に分かれており 、平坦麑減
では水稲、万葉が圭な作物であるが、中 ＬＬＩ間地域では、柚子、 栗、 野菜が主な作物と なっ
てい る。 販路は、 社内の２ つの道の駅と 農協への芭荷が主であ り、 地域鸚での殲費が多
い。 最近ではぢ夕卜の和菓子メ ーカーと崔携協定を結び、 ぢ内の栗を范荷してい る。

遮年では農家の高齢化や兼業化のま行が著し く、 ふ規模農家が多いため、担い手への土
巡の集積を進めている とこ ろである。平坦地域においても未整備のち蘓は土地の借り 手が
なく 、農家数の減夕や将来の担い手不足によ る荒廃農地の増加が深刻化 している状疣であ
る。 こう した 中、 水稲作付面積の維持が課題 とな っている。

また中出笥地域を中心に、 サル、シカ、 イノ シシ等の鳥獣害に よる農作物の被害も多 く、
防護柵の設置も進めている が、 まだまだ十分 とはいえず、 高齢化に よるお猟希数の減夕も
あり 、鳥獣害の被害が増力口してい るこ とも荒廃農地の増加の一舊 とな って いる。

２　 高収ａ作物の導入や転作作物等の・Ｍ・加価値の 『ｌｉｌ 上等によ るｊｌ又益力
強４ヒに 『ａｌけた産ｊ・ｔ１１と してのミ組方針一 目標

祖在、啓罵においては農家の高齢化の菟行が著し く、 水口ヨの 自己保兔管ミ等の荒廃農地
が増加しつつある。そのよ うな中で、祖い手製家を中むに農竟東積を徊いながら 、長鳬を
適リ］に管きしていく 必要がある。　ＪＡ の推奨作物滌、び肖ぢの振興作物１０砿目の推菟を行い
なが ら、 回丁内農家の火牛が芭荷・ 販売をＲつている ２つの道の駅への出荷の増加をＷす。

３　 畑ｊ・ｔ！１ ・ｆヒを含めた水Ｅ日 の有効禾ｌｊ Ｊ；目に ［ａ］けた産ｔと してのミ組方針一 目標

現在、管鸚で畑地化は行っ ていない。中 日」 間地域におけ る荒廃農地を増や さないため
に、 担い手農家を 中むに農遨集積を行い、当 ぢの振興脆目 であ る「栗」 ・「柚子」の作付け
を行いながら畑地化の促まを図 る。 ブロ ック ローテーショ ンにおいては現在のと ころ行っ
ていない。これはローテーショ ンの体系を構築しやすい大規模な整備済み［圓揚が少ないこ
とが要因 であ る。　しか し、 重鰥支援 ：回 間（令加 ３～ ５年度） に整備済み圃場を 中心に吮進

を図るｏ

４　 作物 ごと のミ組方針等

（１ ）主食ＦＦＩ米

コシ ヒカ リ、 あきたこ まち 、ヒ ノヒ カリ 、に こま るが・で あり 、ｌｌｊｉ！ｔ域を中む

にコ シヒ カリ の早期栽培を実施 して いる 。前年の需Ｒ・『白』 や集荷業者等の意 『白』を勘

案しつつ、米の：生。産を行う。

令和ｉ；年度より 始まった県育成米 「ひめの凛」 の生産・ 販売の拡大を促進する
（２ ）非ま食Ｊｉｌ米

ア　 飼料用米

１１１ｍＴ特産品のキジを飼育するキジ農家で、 キジヘのＳれとして飼料Ｊｉｌ 米を・ぜ
て給餌している。 また、を農をａじての１又組も推ｌｌし ている。 圭食Ｊｌｉｌ 米か らの転
作を進めなが ら、 担い手への土地の集積も進めて作付 けを拡大 して いく。

イ　 ＷＣＳ用稲



回Ｔ Ｉ大Ｉ畜産農 家か らの需要があ る。 圭食 ＪＩ 米か らの転作 を進めながら 、担 い手へ

の土地の集積も進め、 作イ才けを拡大してい く。

ウ　 加工Ｊｉｌ米

県内 冷凍食品 メー カーへの供給 とし てＪＩ又組がｉて きて おり 、今後も 圭食 肖ｌ 米か

らの転作を進めながら作イ才けを拡大してい く。

（４ ）麦、大２ｉ 、飼料作物

麦、 大ミーに 関し ては。生産性が低 くｌｌ又組は少な いが、適期播種に より 生産性自上

を回 り、 Ｅ胯行の作付ｉｉ積を維持する。

飼料作物に関 しては、 圭食回米からの転作を進めなが ら、 担い手への土地の集積
と合わせて、 作付けを拡大 していく。

（５ ）そ ば、 なたね

そば は、 生産量はりな く個 人漁費が１い が、 転作 とし て農 ｊき を保・し てい くため

にも重Ｓであ り。 現行の作イ才ｉｉ積を維持する。

なたねは、作付環境が当ｍＴに適し ていないので 、ＩＩ又組を ；ほ って いな い。

（６ ）地力増進作物

ｔ力増進作物については、 肖ｍＴにおいて一般白４］ に普、ａはしていないが、 水稲の作
やｔ を一 ｊ！休止 し：肖：開す る場合の緑Ｓ効果が期待で き、 イヒ 学１１Ｅ料に頼る こと なく ｌｉ開

できるため作付け希２者がいれば推進してい く。
ヽ

（７ ）高収益作物

①　Ｗ菜
回丁 ｜大｜で は様 ４な種類のｐ菜の 作イ才け をＨ・つ てい るが、小規模農家が多 く。 また

１品種少量ま産の ため販売 コス トも かか る。 中日ＪｒＭＩ 地域や条件；；Ｆ ｌｉ ｌｊ ｔで は、 稲の

作イ才け に；；Ｆ 『ｌｉ』 きな場所 もあ り、 転作作物 とし て農ｔを 保を して いく ため にも Ｉ：Ｒ

であ る。 ほＭ５手数れやき装等のコ スト の一部を 支援する こと で農家所４の 『ａ』上を

回る とと もにま産：Ｉの維持・ 拡大を回る。

また 、野菜の 中で もな下の １０ 品目 につ いて は、 地域振興作物 とし て作付けを

推進 して いく。

・果菜類

果菜類の ｑ＝１で 、「 きゅ うり 」、 「なす」 、「 ピーマン」、 「ホオズキ」 は、 ｔ域で振
Ｒしている作物であり 、圭食Ｊｉｌ 米からの転作を進めながら。担い手への土ｔの集
積も 進め て、 作イ才け を拡大し てい く。 特に 「き ゅう り」 につ いて はｍＴの ｌｉ又組 とし

て作付け を推進し てお りｍＴＩ大１外において今後需Ｓが戛えまれてい る。

一葉茎菜類

葉茎菜類のｑコで 、「アスパラ ガス 」、 「ナバナ 」、 「ホウレ ンソ ウ」 、「キャ ベツ 」、
「ブロッ コリ ー」 はｔ域で振興 して いる作物であ り、 生食ＪＩ米か らの転作を進め

ながら担い手への土ｔの集積も進めて、 作Ｍ・け を拡大してい く。 「キャベツ」、
「ブ ロッ コリ ー」 につ いて は、 県ｉ；１；１ にお いて 十分な需要が見込まれ る。

・イ モ類

イモ類の中で、「 さと いも」は県１ブ；１に おいて十分な需要が見；１まれる。 圭食Ｊｉｌ
米からの転作を進めて作Ｍ・けを拡大してい く。

②鶚胤類

「柚子」 、「Ｓ」 のを産が圭であり 、振興ｌｌ目 として作イ才 けを拡大 していく 。「柚
子」 はｔｉ；の醸造所を中むに１；｜Ｊ Ｊｉｌされている 。「栗」 は回Ｔタｉヽ １ロ菓子メーカーとの
ミ組を進めている。これらの１１、組によっ て］Ｆ作ｇ・ｊｉ等への新植や改植を進め、作
やｊ・け を拡大す ると とも に、 ｉ荷量を増加 させてい く。 転作 を推進す る一方で。果



樹への転作にあたっては新植後、出荷できるようになるまでの数年間は、その農

地において収入を得られない状態となり、除草や施肥などコストだけがかかる状

態となる。このためコストの一部を新植 2 年目からの３年間において補助をする

ことにより果樹への転作を促す。 

 

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ７ 産地交付金の活用方法の概要  
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